
 

第 ３ 回 篠山東中学校運営協議会実施報告書 

１ 学校運営協議会の開催について 

 (1) 開催日時  令和３年２月１８日(木) １８時００分～ １８時５５分 

  (2) 開催場所  篠山東中学校  会議室 

２ 出席した学校運営協議会委員の氏名・所属等及び出席状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

氏  名 所属等 出欠 氏  名 所属等 出欠  

 

 

 

 

 

 

 

新藤  力 福住地区自治会 ○ 黒田  栄 老人ｸﾗﾌﾞ多紀支部 ○ 

西田  剛 篠山東中学校PTA ○ 出口 玲子 城東地区主任児童委員 ○ 

福井  朗 日置地区自治会 ○ 池本 道子 学識経験者 ○ 

石田 博史 後川地区自治会 ○ 溝端 洋美 校長 ○ 

山田 俊朗 雲部地区自治会 ○ 小川 浩一 教頭 ○ 

藤田 福夫 大芋地区自治会 ○ 谷口 泰弘 担当教諭 ○ 

新才 博章 村雲地区自治会 ○    

３ 傍聴人数 （０）名 

４ 議題及び会議の公開又は非公開の別（すべて公開とした） 

(1) 協議事項 

 ①学校関係者評価について（アンケート結果、学校評価について意見聴取） 

質問として （→は学校の回答） 

＊がんばりタイムの参加について 

→１学期は臨時休業中の家庭学習の定着を確認するため全員参加。２学期は学年の実態に応じて参加。 

＊部活動への参加意欲の指数が僅かに下がっていることについて 

→コロナ禍で部活動の大会が中止、活動の自粛が求められているためと考えられる。 

＊塾に通っている生徒の把握について 

→実態は把握していない。今後、塾・習い事も含め子どもたちを広い視野でみていきたい。 

意見として （→は学校の回答） 

＊東中学校の授業のスタイルとして教育活動全般で協同学習をしているが、生徒たちがお互いの意見を

交える姿がとてもよかった。是非続けてほしい。 

→生徒は自分の意見を聞いてほしいと思っている。生徒たちは対話を通して新しい価値を感じている。 

＊学校ではなくフリースクール、ホームスクールに価値を認める等、保護者の教育に対する価値観の多

様化がみられるが、保護者に学校の集団で学習する楽しさを是非わかってもらいたい。また、学校は

FS等の実態把握が必要だと思う。 

→学校は保護者、地域と連携しながら子どもの社会的自立をめざしていきたい。 

＊不登校生徒、欠席日数の激減はすごいと思う。学校の組織としての対応に感謝する。今後もやっと登

校できた生徒を支えてやってほしい。 

→今後も別室対応等、可能な限り組織としての対応を考えていきたい。 

②今年度の取り組みについて、来年度の予定について 

＊本年度中止した事業を可能な限り来年度実施することを了解していただいた。 

(2) 連絡依頼事項 

＊来年度新委員選出について 

５ 会議資料の名称 

  ･令和２年度篠山東中学校「学校評価」まとめ（後期） 

   ・令和２年度篠山東中学校運営協議会活動状況 収支決算書 

   ・令和３年度篠山東中学校運営協議会取り組みについて 

６ 次回開催予定 

 (1) 開催日時  令和３年５月中旬    

(2) 開催場所  篠山東中学校 会議室 

 


